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第５学年３組 算数科学習指導案

検 印 平成２５年１２月６日（金） 第５校時

場 所 ５年３組 教室

指導者 教諭 神 谷 直 典

１ 単元名 面積の求め方を考えよう【 四角形と三角形の面積 】

２ 単元について

（１）教材観

本単元は、直線で囲まれた基本的な図形の面積について、必要な長さを測り、既習の長方形や正

方形などの面積の求め方に帰着させ計算によって求めたり、新しい公式をつくり出し、それを求め

たりすることができるようにすることを主なねらいとしている。

学習指導要領では、下記の内容にあたる。

Ｂ（１）図形の面積

（１）図形の面積を計算によって求めることができるようにする。

ア 三角形、平行四辺形、ひし形及び台形の面積の求め方を考えること。

〔算数的活動〕（１）

イ 三角形、平行四辺形、ひし形及び台形の面積の求め方を、具体物を用いたり、言葉、数、

式、図を用いたりして考え、説明する活動。

児童はこれまでに、図形の面積の基礎的・基本的な学習をしてきている。４年生では、長方形や

正方形の面積を求める際に、１㎠や１㎡など単位を学び、それがいくつ分あるかで広さを数値化し

てきた。そのときに長方形や正方形の面積の公式を作り出してきている。さらに、縦０．５㎝、横

２㎝の長方形の面積を求めるのに切り取って動かして、変形することで面積を求めるなど、等積変

形の基本的な経験を積んでいる。また、平行四辺形や三角形の面積を求める際に、「垂直・平行と

四角形」において、長方形を変形させ平行四辺形を作ったり、いくつかの三角形を用いて、長方形

や平行四辺形に変形したりするなど、倍積変形についても経験をしてきている。

ここでは、今まで培ってきた知識や技能を使って、新しい公式を生み出したり、それを使って計

算で面積を求めたりすることができるようにする。本単元での内容は以下のようになる。

ア 平行四辺形の面積の求め方

・既習の図形を振り返り、これから課題となる平行四辺形や三角形の面積の求め方について、興

味・関心を高める。

・既習の求積可能な図形の面積の求め方を基に平行四辺形の面積の求め方を筋道立てて考え、平

行四辺形の面積の求め方を具体物や言葉、数、式、図を用いたりして説明できるようにする。

イ 三角形の面積の求め方

・既習の求積可能な図形の面積の求め方を基に三角形の面積の求め方を筋道立てて考え、三角形

の面積の求め方を具体物や言葉、数、式、図を用いたりして説明できるようにする。

ウ いろいろな形の面積の求め方

・既習の求積可能な図形の面積の求め方を基に、台形及びひし形などいろいろな形の面積の求め方を筋道立

てて考え、面積の求め方を具体物や言葉、数、式、図を用いて説明できるようにする。

・およその面積の求め方について考え、図形の面積についての理解を深める。

エ 高さと面積の関係

・底辺の長さが一定の平行四辺形の高さを１㎝、２㎝・・・と変化させたときの、高さと面積の

関係が「比例」になっていることに気づかせる。

【本単元の学習の関連と発展】

《４年》 《５年》 《６年》 《中学》

垂直・平行と四角形

面積のはかり方と表し方

図形の角

平行四辺形と三角形と面積

円 の 面 積

およその面積

平 面 図 形

立 体 図 形
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（２）児童の実態

【レディネステスト】 調査年月日：平成２５年１１月１８日 調査人数：２６人

ねらい と 問 題（解 答） 正 答 率 誤 答 例 及び 考 察

□１【面積は１㎠がいくつ分で

表されていることを理解しているか。】

黒くぬった部分の面積は何㎠ですか。

（１）４８㎠ ％

（式 ８×６＝４８）

（２）６４㎠ ％

（式 ８×８＝６４）

▲（２）誤答（４９㎠）

（３）４０㎠ ％ ・横のマス目を数え間違えた。

（式 ５×６＋２×５＝４０） ▲（３）誤答（無解答）

（式 ３×６＋２×１１＝４０） ・立式できず、答えが出せなかった。

□２【長方形や正方形の （１） （２）

公式を理解し、使うことができるか】

長方形や正方形の面積を求めましょう。

（１）式 ３×７＝２１ ％ ・ほとんどの児童が理解している。

答え ２１㎠ ％ ▲誤答（２１㎝）

・単位を混同している。

（２）式 ４×４＝１６ ％ ▲誤答（１６㎝）

答え １６㎠ ％ ・単位を混同している。

□３【平行を理解し、平行線を作図することができるか】

点○あを通って、直線Ａに平行な線をかきましょう。

％ ▲誤答（定規による作図）

・作図方法を理解していない。

▲誤答（無解答）

・問題を理解していない。

□４【垂直を理解し、垂線を作図することができるか】

次の□にあてはまる数を入れて式を完成させなさい。

％ ・ほとんどの児童が理解している。

▲誤答（定規による作図）

・作図方法を理解していない。

□５【等積変形・倍積変形について理解しているか】

右の三角形を２枚つかって、できる図形の名前を全て答えましょう。

（ひっくり返したり、回したりしてもよい）

平行四辺形 ％ ・１つ以上の図形に変形することができた。

長方形 ％ ▲誤答（ひし形、台形、正方形）

二等辺三角形 ％ ・作図せずに考えたため、うまく考えられなかった。
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（３）指導観

本単元では様々な形の面積を求めるのに、既習の知識や技能をつかって面積の求め方を考えたり、

公式をつくったりすることを繰り返す。その時に、考えを説明し学び合いを重視することで、数学

的な思考力や表現力を育てていく。また、面積の求め方を考える際には、複数の考え方に挑戦する

だけでなく、１つの考えを具体物や言葉、数、式、図などで表すことで、より考えを深めるように

していく。さらに、求積のためにどこの長さを測る必要があるのかを考えさせ、測定する能力を育

てていく。

①既習事項を確かめて、本単元の課題を明確にする。

導入ではまず、図形の名称と性質、長方形や正方形の面積を求める公式など、図形に関する既習

事項を確認する。その際、長方形や正方形の面積ならば求められるが、その他の図形はまだ未習で

あることに気づかせる。そうすることで、平行四辺形や三角形、その他の図形の面積の求め方を考

える必要性を感じさせ、興味や関心を高めるとともに、求め方の見通しを持たせる。

②既習の知識や技能をつかって、平行四辺形の面積の求め方を考える。

見通しとして、平行四辺形を既習の長方形や正方形に変形することによって、面積が求められる

ことに気づかせる。また、切って動かすなど形を変えても面積は変わらないことを押さえ、等積変

形などによって面積を求め、式化していく。さらに面積の求め方を説明する際は、具体物や言葉、

数、式、図を用いたりして相手を意識しながら説明する。平行四辺形の面積の公式を出すときは、

底辺×高さの「高さ」を平行線の幅として押さえることで、次時の平行四辺形の高さが図形の外に

あっても素早く見つけられるようにする。その際、作図が苦手な児童にはマス目を入れた図形を提

示し、全ての児童が取り組めるように支援していく。また、底辺は１つではなく、底辺の場所によ

って、高さも変わることを確認する。

③既習の知識や技能をつかって、三角形の面積の求め方を考える。

三角形の面積も平行四辺形と同様に進めていく。見通しとして、三角形を既習の平行四辺形や長

方形、正方形に変形することによって、面積が求められることに気づかせる。また、今回は等積変

形だけでなく、倍積変形などの考え方も取り上げていきたい。また、式化して公式を求めたら、底

辺×高さ÷２の「高さ」を底辺と向かい合う頂点を通る平行な直線のはばとしておさえ、次時の三

角形の高さが外にある場合でも、見通しが持てるようにする。その際、作図が苦手な児童にはマス

目を入れた図形を提示し、全ての児童が取り組めるように支援していく。

④既習の知識や技能をつかって、いろいろな形の面積の求め方を考える。

ここでは、台形及びひし形、その他の図形について考えさせていく。台形やひし形の面積の求め

方では、等積変形や倍積変形だけでなく、求積可能な図形に分割するなど、さらに考え方を広げて

いく。その中で、等積変形や倍積変形、分割のよさについても触れていきたい。そして、既習の知

識や技能を活かして、様々な形の面積を求める活動に取り組ませていく。

さらに、高さと面積の関係について考える。平行四辺形の底辺の長さを一定にしたとき、高さを

１㎝、２㎝・・・と増やしていったときの高さと面積の関係が比例になっていることに気づかせる。

表などにまとめるなどして、自らその特徴に気づかせるようにする。このとき、表に変化の様子を

矢印を用いて表すことで、表を右から左に見て「一方が１/２倍、１/３倍・・・になると、もう一

方も１/２倍、１/３倍 ・・・なる」ことに気づかせたり、表を縦にも見られるようにしたりさせ

ていく。

最後に、いろいろな問題に取り組む中で、必要な長さなどの条件がわかり、自ら測定して、面積

を計算して求められるようにする。
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４ 単元の目標

○平行四辺形や三角形の面積の求め方を理解し、それらの面積を求めることができる。

○いろいろな平面図形の面積について、既習の図形の面積の求め方をもとに考えたり、活用したり

する能力を高める。

（１）関心・意欲・態度

・平行四辺形や三角形などの面積を求めるときに、既習の経験や知識を用いようとする。

（２）数学的な考え方

・既習の面積の求め方をもとにして、平行四辺形や三角形などの面積の求め方を工夫して考える。

（３）表現・処理

・平行四辺形、三角形などの面積を求めることができる。

（４）知識・理解

・平行四辺形、三角形などの面積の求め方を理解する。

５ 指導と評価の計画（１２時間扱い） 本時７／１２

時 ねらい 本時のまとめ 活用する
評価規準 未到達児童への支援 到達児童への支援

・学習活動 既習の基礎・基本

１ 平行四辺形の面積の求め方を理解 ・図形の名称と性質 考長方形の求積方法 ・マス目のある平 ・自らの考えを多

する。 ・長方形の面積を求 に帰着し、平行四 行四辺形の用紙 様な方法で表現

・求積可能な既習の図形を想起し、 める公式 辺形の面積の求め を切り取らせる させる。

平行四辺形の面積の求め方を既 ・正方形の面積を求 方を考えている。 ことで、等積変 ・長方形やひし

習の図形に帰着して考える。 める公式 ◎ 求積方法を考え 形に気づかせる。 形、正方形は、

・長方形に等積変形する平行四辺形 て、説明できる。 特別な平行四辺

の面積の求め方を説明する。 関 平行四辺形の面 形であることに

平行四辺形の面積は、長方形（求 積を既習の図形の 気づかせる。

積可能な図形）に変形すれば、求 求積方法と関連づ

めることができる。 けて工夫して求め

ようとしている。

２ 平行四辺形の面積の公式を理解し、 ・長方形の面積を求 考等積変形した長方 ・各辺を色分けし ・平行四辺形の面

それを適用して面積を求めること める公式 形の縦と横の長さ た平行四辺形 積を求める公式

ができる。 ・平行な直線のはば に着目して、平行 を、等積変形を を使って、やや

・平行四辺形の面積を求める公式を 四辺形の面積の公 することで、変 複雑な面積を求

考える。 式を考えている。 形後の面積を求 めることにチャ

・公式をつくるには、等積変形した ◎ 等積変形した長 めるために必要 レンジさせる。

長方形のどこの長さを測ればよい 方形の縦と横の長 な長さを意識さ

か考える。 さに着目して、平 せる。

・「底辺」「高さ」の意味を知る。 行四辺形の面積の

・平行四辺形の面積を求める公式を 公式をつくること

まとめ、公式を適用して面積を求 ができる。

める。

「底辺」と「高さ」（２つの平行な 知平行四辺形の面積

直線のはば） の求め方を理解し

平行四辺形の面積＝底辺×高さ ている。

３ 高さが平行四辺形の外にある場合 ・平行四辺形の面積 考高さを表す垂線の ・マス目のある平 ・倍積変形に挑戦さ

でも、平行四辺形の面積の公式を を求める公式 足が平行四辺形の 行四辺形の用紙 せる。

適用できることを理解する。 ・平行な直線のはば 外にある場合で を用意し、底辺

・高さが平行四辺形の外にある場合 も、工夫して平行 を延長すること

の面積の求め方を考える。 四辺形の面積の公 で底辺から垂線

式を適用しようと を引くことがで
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している。 きることに気づ

高さが平行四辺形の外にあっても ◎ 底辺をのばし高 かせる。

公式を使って、面積を求めること さを見つけ出すこ

ができる。 とができる。

「高さ」は底辺とそれに向かい合

う平行な直線のはばになる。

４ 三角形の面積の求め方を理解する。 ・長方形の面積を求 考既習の図形に帰着 ・マス目のある三 ・等積変形、倍積変形

・ 三角形の面積を求める公式を理解 める公式 して、三角形の面 角形の用紙を切 を経験させることで、

５ し、それを適用して面積を求める ・平行四辺形の面積 積の求め方を考え り取らせること それぞれのよさにつ

ことができる。 を求める公式 ている。 で、等積変形や いて考えさせる。

・平行な直線のはば ◎ 求積方法を考え 倍積変形に気づ

・三角形の面積の求め方を考える。 て、説明できる。 かせる。

・三角形の面積の求める公式を考える。 ・各辺を色分けし

・公式をつくるには、倍積変形した 表公式を用いて、三 た三角形を、等

平行四辺形のどこの長さが分かれ 角形の面積を求め 積変形や倍積変

ばよいか考える。 ることができる。 形をすることで、

・三角形の面積を求める公式をまと ◎ 必要な長さを測 変形後の面積を

め、公式を適用して面積を求める。 り、三角形の面積 求めるために必

三角形の面積は、平行四辺形（求 を求めることがで 要な長さを意識

積可能な図形）に変形すれば、求 きる。 させる。

めることができる。

「底辺」と「高さ」（底辺とそれに 知三角形の面積の求

平行な向かい合う頂点を通る直線 め方を理解してい

のはば） る。

三角形の面積＝底辺×高さ÷２

６ 高さが三角形の外にある場合でも、 ・三角形の面積を求 考高さが三角形の外 ・マス目のある三 ・平行四辺形の学

三角形の面積の公式が適用できる める公式 にある場合でも、 角形の用紙を用 習の高さをいか

ことを理解する。 ・頂点から底辺に垂 工夫して三角形の 意し、底辺を延 し、三角形の高

・高さが三角形の外にある場合の面 線を引く 高さを見つけよう 長することで頂 さについても複

積の求め方を考える。 としている。 点から垂線を引 数見つけさ

・既習の知識や技能を使って、中学 ◎ 底辺に平行な直 くことができる せる。

校の問題に取り組む。 線を引くなどして、 ことに気づかせ

高さが三角形の外にあっても公式 高さをいくつか見つ る。

を使って、面積を求めることがで け公式を用いて面

きる。 積を求める。

「高さ」は頂点から底辺におろし

た垂線の長さになる。

７ 台形の面積の求め方を理解する。 ・台形の性質 考台形の面積の求め ・マス目のある台 ・等積変形、倍積（

台形の面積を求める公式を理解し、 ・長方形の面積を求 方を考え、説明す 形の用紙を切り 変形を経験させ

本 それを適用して面積を求めること める公式 ることができる。 取らせることで、 ることで、それ

時 ができる。 ◎ 求積方法を考え 等積変形や倍積 ぞれのよさにつ）

・既習の面積の求め方を用いて、台 ・平行四辺形の面積 て、説明できる。 変形に気づかせ いて考えさせ

形の面積の求め方を考える。 を求める公式 る。 る。

・いろいろな求め方を説明する。 ・平行な直線のはば 関既習の知識や技能 ・各辺を色分けし

・台形の面積を求める公式を考える。 ・三角形の面積を求 を生かし、台形の た台形を、等積

・台形を求める公式をまとめ、公式 める公式 面積の求めようと 変形や倍積変形

を適用して面積を求める。 している。 をする。

「上底」と「下底」、「高さ」（上底 ・後の面積を求め

と下底のはば） るために必要な
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台形の面積＝(上底＋下底)×高さ÷ 長さを意識させ

２ る。

８ ひし形の面積の求め方を理解する。 ・ひし形の性質 考既習の図形の帰着 ・マス目のあるひ ・公式に必要な長

ひし形の面積を求める公式を理解 ・長方形の面積を求 して、ひし形の面 し形の用紙を切 さについて考え

し、それを適用して面積を求める める公式 積の求め方を考え り取らせること させる。

ことができる。 ・三角形の面積を求 ている。 で、等積変形や

・既習の面積の求め方を用いて、ひ める公式 ◎求積方法を考え 倍積変形に気づ

し形の面積の求め方を考える。 て、説明できる。 かせる。

・対角線の長さの積がひし形の面積

の２倍になっていることを利用し 知ひし形の面積の求

て、ひし形の面積を求める公式を め方を理解してい

考える。 る。

・ひし形の面積を求める公式をまと

め、公式を適用して面積を求める。

ひし形の面積＝対角線Ａ×対角線Ｂ÷２

９ 複雑な形のおよその面積を求める ・およその数 考複雑な形の面積 ・葉の内側にすっ ・葉の線にかかっ

ことで、興味や関心を高め、理解 ・１㎠がいくつ分 は、およその面積 かり入っている ている方眼の扱

を深める。 ・長方形の面積を求 で表せばよいこと 方眼と葉の線に いについて考え

・葉のおよその面積の求め方を考える。 める公式 に気づいている。 かかっている方 させる。

方眼を使うことでおよその面積を 眼の数に着目さ

求めることができる。 せる。

１ 平行四辺形の底辺の長さを一定に ・平行四辺形の面積 考２つの数量の関係 ・表に矢印や数を ・変化の様子を言

０ して、高さを変えたときの面積と を求める公式 を、表に表したり、 書き込ませるこ 葉で表させる。

高さの関係を理解する。 ・平行な直線のはば □や○を用いた式 とで、変化する

・底辺の長さが５㎝の平行四辺形で、 ・比例の考え で表したりして、 向きや大きさを

高さが１㎝、２㎝、・・・、６㎝と変 数量の関係をとら 意識させる。

化するときの面積の大きさを調べる。 えている。

・高さと面積が「比例」ということ ◎ 比例する２量の

をおさえる。 関係について、多

・平行四辺形の高さを□㎝、面積を 様な見方で調べて

○㎠として面積を求める式を考える。 いる。

底辺の長さが一定の時、高さが２

倍、３倍・・・になると、面積も

２倍、３倍・・・になる。この関

係を「比例」という。

１ 学習内容を確実に身につけ、理解 ・長方形の面積を求 表学習内容を正しく ・今までの学習内 ・既習の内容を用

１ を確認する。 める公式 用いて、問題を解 容を掲示するこ いて、やや複雑

・ ・平行四辺形の面積 決することができ とで、公式や考 な問題にチャレ

１ ・P47「力をつけよう」に取り組む。 を求める公式 る。 え方を活用する ンジさせる。

２ ・P48「たしかめよう」に取り組む。 ・三角形の面積を求 ◎ 必要な長さを測 ことに気づかせ

める公式 り、面積を求める る。

・台形の面積を求め ことができる。

る公式 知基本的な学習内容

・ひし形の面積を求 を理解している。

める公式
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３ 本時の学習（本時 ７／１２）

（１）目標

○既習の知識や技能を生かし、台形の面積を求めようとしている。（関心・意欲・態度）

○台形の面積の求め方を考え、説明することができる。（数学的な考え方）

（２）展開

問
「台形の面積を求めましょう。」

題

課
台形の面積の求め方を考えよう。

題

見 台形を２枚使って、考えてみよ 大きさは変えずに、切って動か 台形を２つに分けて、考えてみ

通 う。 して、考えてみよう。 よう。

し

自 Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３

力 倍積変 等積変 ２ つ に

解 形して 形をし 分けて、

決 考えて て考え 考 え て

みると てみる み る と

自 … と… …

分

で

考

え

る

・

表

現

す

る

発 ・図や式を用いて説明

Ｃ１：倍積変形で平行四辺形にすることで考えた。

Ｃ２：等積変形で平行四辺形することで考えた。

表 Ｃ３：台形を三角形２つに分割することで考えた。

学
話し合い①…求積方法について考えをまとめる。

び
→求積可能な図形に変形する。変形方法(等積･倍積･分割)

合
話し合い②…式から、公式をつくっていく。

い
→式の数値と図を結びつけていく。

→言葉の式にまとめていく。

練 ○今までの学習を振り返り、知識や技能の定着を目指す。

（１）自分の考えを振り返る。

習 （２）練習問題に取り組む。

ま
○学習のまとめ

と
『台形の面積は、面積を求めることができる図形に変えることで求めることができる。』

め
『台形の面積を求める公式は、「台形の面積＝(上底＋下底)×高さ÷２」です。』

○学習の振り返り

活
用
す
る
基
礎
・
基
本

〈倍積変形〉図形を複数使うこ

とで、既習図形に変形できる。

〈等積変形〉切って動かすことで、

既習図形に変形できる。

〈図形の分割〉図形を分割す

ることで、既習図形に変形できる。

〈平行四辺形･三角形の面積の求め方〉

平行四辺形の面積(底辺×高さ)や三角形の面積(底辺×高さ÷２)を求められる。

〈平行・垂直の定義や作図〉

平行な直線に垂直に交わる直線の距離をはばという。平行・垂直な直線の作図。

・図や言葉で発表させる。

・既習のどの知識や技能を

活用したのかを明らかに

する。

・似ている考えはまと
めて、集約していく。

・公式にする際は、どこ
の長さを利用するのがよ

いのか考える。
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（３）自力解決時の場面における児童の見取りと具体の評価規準

予想される児童の反応 反応に対する教師の手立て 具体の評価規準

Ｃ１ 台形２枚を使って、倍積変形 ①式と図と言葉を合わせて説明でき

で考えると・・・ るように助言する。 十 考

【図】 ・図に式で用いた数をかき込ませる。 分 求積可能な図形

・図 式 言葉を相互に行き来 に に変形し、台形

しながら、考えをまとめさせてい 満 の面積を求め、

く。 足 説明することが

②式から、公式をつくるようにする。 で できる。

・平行四辺形の公式から考えさせる。 き

・台形のどこの長さを使ったのかを る

考えさせる。 状

【式】（平行四辺形の面積の公式） ③等積変形で考えさせる。 況

(８＋２)×４÷２＝２０ ・他のやり方でも考えさせる。

答え ２０㎠

Ｃ２ 大きさは変えずに切って、等 ①式と図と言葉を合わせて説明でき

積変形して考えると・・・ るように助言する。 お 考

【図】 ・図に式で用いた数をかき込ませる。 お 求積可能な図形

・図 式 言葉を相互に行き来 む に変形し、台形

しながら、考えをまとめさせてい ね の面積を求める

く。 満 ことができる。

②式から、公式をつくるようにする。 足

・平行四辺形の公式から考えさせる。 で

・台形のどこの長さを使ったのかを き

考えさせる。 る

【式】（平行四辺形の面積の公式） ④倍積変形で考えさせる。 状

（８＋２)×(４÷２)＝２０ ・他のやり方でも考えさせる。 況

答え ２０㎠

Ｃ３ 台形を２つに分けて、考える ①式と図と言葉を合わせて説明でき

と・・・ るように助言する。 努 児童の姿

【図】 ・図に式で用いた数をかき込ませる。 力 台形の面積を求

・図 式 言葉を相互に行き来 を めることができ

しながら、考えをまとめさせてい 要 ない。

く。 す

②式から、公式をつくるようにする。 る

・三角形の公式から考えさせる。 状

・台形のどこの長さを使ったのかを 況

考えさせる。

【式】（三角形の面積の公式） ⑤等積変形・倍積変形で考えさせる。

８×４÷２＋２×４÷２＝２０ ・他のやり方でも考えさせる。

答え ２０㎠


